
編 集 後 記

学術論文の査読や編集作業を行う際に，その論文の「新奇性」が重要であることは言うまでもない．た
だそれとともにしばしば頭に浮かぶのが「普遍性」と「特殊性」という言葉である．一般に原著論文の場
合，様々の観点から対象の母集団を分析し，その中からある普遍的もしくは，より共通の原理または傾向
を見出してゆく作業にもとづくことが多い．そしてそこに存在する，より「普遍的」な事象を据えて成果
とし，その事象が「普遍的」であればある程，その価値は高いものとなることが一般的である（また対象
の母数が多ければ多い程，また比較試験ではその random化がなされている事がさらにその価値を高める
こととなる）．一方，症例報告においては，その症例が珍しく，それ自体が「特殊性」を有していれば有し
ている程，その価値は高いものとなることが通常である．
一般に，特に形而上学的な議論では，「特殊性」より「普遍性」にその重きが置かれ，一方で物にかかわ

る価値，すなわち商品や人の評価は，「特殊性」もしくは「希少性」が価値であり，一般的でいたる所に所
在するものに価値は付与されない．このことは東京大学，松井孝典教授が指摘しておられることである．
グローバリゼーションという「普遍性」と，個々の国や地域における歴史や文化，文明や習慣といった

「特殊性」が対峙する局面は社会のいたる所でみられる．このことは医療の分野でも例外でなく，無論その
両立が重要であることは言うまでもないが，「標準化治療」と「個別化治療」などが概念としてそれぞれ
「普遍性」と「特殊性」の価値観を背景に存在している．
学術論文においては，原著論文に代表される「普遍性」の価値が，「特殊性」よりも重要視され，特にそ

の傾向は欧米で顕著であり，グローバリゼーションの推進役である米国ではその傾向が強いことはむべな
るかなと思われるが，一方，「症例報告」という比較的特殊な症例の報告を読み，学んで各々の医師が，そ
の知識を共有してその経験の幅を広げることは，個々人にとって，まさに医師個人という「特殊性」の価
値を高めることにつながるのも事実である．原著論文とともに症例報告の価値も，もう少し見直されるべ
きではなかろうかと考えながら，また査読をさせていただく機会により，多くの症例を学ばせていただく
恩恵も感じつつ編集作業にあたっている昨今である．

（桑野博行）

日 本 消 化 器 外 科 学 会 雑 誌
The Japanese Journal of Gastroenterological Surgery

第40巻 第 4号
平成19年 3 月25日印刷
平成19年 4月 1日発行（毎月 1日発行）
International Standard Serial Number：

ISSN 0386―9768
キー・タイトル：Nihon Sho-kaki Geka Gakkai zasshi
・年間12,600円
・本誌掲載記事の転載・複製の際は，
会誌編集委員会へお諮りください．

編 集 日本消化器外科学会 会誌編集委員会
発 行 有限責任

中間法人 日 本 消 化 器 外 科 学 会
〒103―0025 東京都中央区日本橋茅場町

2―9―8 友泉茅場町ビル 7階
TEL（03）5641―3500 FAX（03）5641―3588
郵便振替口座番号 00170―3―191523
http ://www.jsgs.or.jp/

印 刷 株式会社 杏林舎
〒114―0024 東京都北区西ヶ原 3―46―10


